
安心・安全で信頼できる美しい学校づくりをめざして 

 

 

 

 

十
月
に
入
っ
て
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
中
の
日
差
し
は
ま
だ
厳
し
い

も
の
の
、
朝
夕
は
、
秋
風
が
肌
に
優
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
十
月
は
、
一
年
間
の
折
り
返
し
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

充
実
し
た
学
習
を
は
じ
め
、
心
も
豊
か
に
成
長
し
て
い
ま
す
。 

本
校
で
は
、
心
の
育
成
の
一
環
と
し
て
「
相
手
を
思
い
や
る
言
動
や
行
動
」に
重
点

を
お
い
た
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
進
ん
で
お
じ
ぎ
を
し
て
あ

い
さ
つ
す
る
子
、
目
と
目
を
合
わ
せ
て
笑
顔
で
会
釈
す
る
子
、
言
葉
遣
い
が
丁
寧

な
子
、
履
き
物
を
揃
え
る
子
等
、
礼
節
や
マ
ナ
ー
が
、
少
し
ず
つ
身
に
付
い
て
き
ま

し
た
。 

  生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
色
々
な
意
見
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

・基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
早
寝
早
起
き
や
朝
食
を
食
べ
る
こ
と 

 
 

運
動
や
読
書
な
ど
の
習
慣
は
心
身
の
健
康
や
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す 

 

・自
分
で
考
え
判
断
し
、
積
極
的
に
行
動
す
る
力
を
育
む
こ
と
。
興
味
の
あ
る
こ
と 

 
 

得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
信
や
主
体
性
が
育
ち 

 
 

ま
す
。
ま
た
、
色
々
な
も
の
を
手
で
触
っ
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
感
性 

 
 

や
創
造
力
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。 

 

・他
人
や
社
会
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
。
挨
拶
や
約
束
を
守
る
こ
と
、 

 
 

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
な
ど
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん 

 
 

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
他
人
を
尊
重
し
、
協
力
し
、
思
い
や
る
心
を
持 

 
 

つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
国
や
地
域
の
伝
統
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と 

 
 

と
で
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
間
性
も 

 
 

も
育
み
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で 

な
く
地
域
や
社
会
全
体
で
支
援
す
る
必
要
が
あ 

る
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
、
ご
家
庭
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度
や 

言
葉
遣
い
、
行
動
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
話
題
に 

し
て
頂
く
な
ど
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力 

を
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

      

あいさつの力 ～人と人とのつながり～ 
「あいさつ」が上手な坂田っ子のみなさん。 

私たちは、一日の間に何回あいさつをするでしょうか。私は、朝の地域

巡回やあいさつ運動等で、子どもたちや先生方だけ 

でなく、高校生や地域の皆様や通行人の方にも「おは 

ようございます」とあいさつをしています。 

最初は戸惑っておられた方も、最近では、あいさつを 

返していただけるようになりました。 

あいさつは、相手に対して、敬意や親愛を示す行為です。お互いの人

間関係を円満にし、社会生活を円滑にする潤滑油のような存在です。あ

たりまえのことですが、自分が行動を起こすときは、必ず相手へのあいさ

つを忘れないように習慣化できるといいですね。元気よく声をかけるだけ

で、相手は嬉しい気持ちになり、家庭や学校全体に活気が出ます。あい

さつが必要か不必要かと考えるのではなく、「あいさつは必ずするもの」と

して認識できるといいですね。そうすれば、面倒くさいだとか、苦手だと感

じることは少なくなります。あいさつは、人と人がつながるコミュニケーショ

ンツールとして必要なんですね。コミュニケーション力は「生きる力」の源

です。人間関係調整力の育成は、教育における重要課題だと思います。 

西原町立坂田小学校 
令和 5年 10月 13日 
校 長 松川 邦昭 

児童数  
８６０名 

９月２９日体育館で全児童による校内ミニコンサートが執り行われました。各学年による独唱や重唱、そして各学級による合唱。その

美しい歌声は、熱い感動を与えてくれました。子どもたちの表情は、どの子も目を輝かせ生き生きとしていて、とても綺麗で自信に
満ちた表情と態度でした。感性の豊かさと表現力の高さに心から感心しました。 
合唱をすると、他人を思いやる気持ちが高まります。合唱では、チームで目的 
意識や意義を持つことができます。周りから必要とされる感覚を得ることで、協 

力関係を築くことができます。合唱には多くの良さがあります。合唱は、日本語 
の美しさやハーモニーの美しさなども再認識できる音楽活動です。 

 坂田小の美しい歌声に、今後もご期待ください。 

  

「読書の秋」です。読書は心を豊かにしてくれます。豊
かな感性を高め磨くには最も適した方法です。 
喜怒哀楽や驚き、知識を蓄えることで充実した日々
が送れます。読書は、想像力や創造力を豊かにする
ことができます。本を読むと、文字から情景や登場人
物の心情を想像したり、著者の思考の過程に沿って
考えたりすることができます。これは、自分の視点だけ
でなく他者の視点から物事を見ることができるように
なることでもあります 1 また、読書は、人とのコミュニケ
ーションを円滑にすることができます。本を読むと、自
分の感想や意見を話したり聞いたりする機会が増え
ます。これは、会話力や話題力を高めたり相手への
共感力や理解力を深めたりする効果があります。 

家族で読書を楽しみ、喜
びを味わう機会となり
読書習慣が身に付くと
いいですね。 
「きみはほんとうにステ
キだね」より 
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